
電気設備

動力制御設備
スターデルタ始動方式

VVVF 交流可変電圧可変周波数

情報通信設備
PBX 構内電話交換機

LAN 構内情報通信網

予備電源

装置
CVCF 定電圧定周波数装置

UPS 無停電電源装置

非常電源

所要時間；40秒

①燃料電池設備

②非常用電源専用設備

③自家発電設備

④蓄電池設備

発電機

デュアルフューエルシステム
液体燃料

通常時使用

NOx 等排出削減

ガス燃料 緊急時対応：可

コジェネレーションシステム

配線方式

バスダクト方式
鋼製ダクト内に裸銅体などを絶縁して取付ける

大電流、低圧配電盤回り、幹線

フロアダクト方式 矩形の鋼板製ダクトをCon内に埋込み、引出し口を設ける

セルラダクト方式 デッキPL 溝を利用した配線

アンダーカーペット方式 薄い平形のケーブルでカーペット等の下に敷設する。

フリーアクセスフロア方式 ２重床にして配線を行う

用語

力率

「皮相電力：電圧×電流＝VI」
に対する「有効電力」の割合

進相コンデンサー

需要率

負荷率
ある期限の最大需要電力/同じ
期間の平均需要電力

電圧の種別

低圧
直；750V以下

交；600V以下

高圧
直；750V超え7,000V以下

交；600V超え7,000V以下

特別高圧直、交；7,000V超える

屋内配線

電圧効果；単相 2 線式＞三相 3 線式＞単相 3 線式

単相３線100V /200V

三相３線200V

三相4線240V /415V

配管
CD管一般的

PF管耐熱性/埋込み可

トラッキング現象コンセント周りの埃で火災

３路スイッチ

受変電設備50kW以上必要

開放型

閉鎖型；キュービクル

1回線受電方式

ループ受電方式

スポットネットワーク受電方式

本線予備線方式

R３
16

発電設備等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

1 ．非常電源専用受電設備は、商用電源が停電した場合、消
防設備へ電力を供給できなくなるので、大規模な特定防火対象
物における消防用設備等の非常電源とすることができない。

2 ．消防用設備等の非常電源として用いる自家発電設備で、蓄
電池を使用しないものは、常用電源が停電してから電圧確立及
び投入までの所要時間を 40 秒以内とする必要がある。

3 ．デュアルフューエルシステムの発電機に用いる燃料
は、通常時にはガスを用い、災害等によりガスの供給が停
止した場合には重油等を用いることができる。

4 ．燃料電池設備は、気体燃料を用いるので、消防用設
備等の非常電源とすることができない。

❌

R２
16

電気設備に関する以下のＡ～Ｃの電気方式に
ついて、電圧降下（電線に電流が流れると損失が
発生し、受電端の電圧が送電端の電圧よりも低くな
ること）の大きさの大小関係として、正しいも
のは、次のうちどれか。ただし、負荷電流、こう
長（電線上の 2 点間の長さ）及び電線の断面積は
同じとし、いずれも 200 V配電とする。

Ａ：単相 2 線式

Ｂ：単相 3 線式

Ｃ：三相 3 線式

2 ．Ａ ＞ Ｃ ＞ Ｂ

R元
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電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

1 ．電圧の種別において、交流で 600 Ｖ以下のものは、
低圧に区分される。

2 ．力率は、交流回路に電力を供給する際の｢皮相電力
（電圧と電流との積）｣に対する｢有効電力｣の比率である。

3 ．幹線に使用する配線方式において、バスダクト方式
は、負荷の増設に対応しにくいことから、小容量の電力
供給に限られている。

❌

4 ．無停電電源装置（UPS）は、整流器、蓄電池、インバ
ータ等により構成され、瞬間的な電圧降下時や停電時におい
ても安定した電力供給を維持するためのものである。

H30
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電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１ ．同一容量の負荷設備に電力を供給する場合、
同じ種別の電線であれば、配電電圧が 200Vより
400Vのほうが、電線は細いものを使用することが
できる。

２．かご形三相誘導電動機の始動電流は、全電
圧始動方式よりもスターデルタ始動方式のほう
が大きくなる。

❌

３．受変電設備における進相コンデンサは、主に、
力率を改善するために用いられる。

４ ．受電方式には、１回線受電方式の他に、電力供
給の信頼性に重点をおいたスポットネットワーク受
電方式等がある。

H30
17

発電設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものは
どれか。

１ ．デュアルフュエルタイプの発電機に用いる
燃料は、通常時にはガスを用い、災害時等にガ
スの供給が停止した場合には重油等を用いるこ
とができる。

２ ．屋内に設置する発電機用の燃料槽は、消
防法の規定による指定数量以上の燃料を備蓄す
る場合、屋内貯蔵所等として規制を受ける。

３．燃料電池設備は、消防法の規定に適合す
る場合、消防用設備等の非常電源として用い
ることができる。

４．コージェネレーションシステムに使用さ
れる発電機の発電効率は、一般に、ガスエン
ジンに比べてガスタービンのほうが高い。

❌

H 29
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電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．鉄骨造の建築物においては、雷保護システ
ムの引下げ導線に、地上部分の構造体の 鉄骨
を利用することが望ましい。

２．接地には、外部雷保護用接地、電位上昇によ
る感電等を防ぐ保安用接地、電位変動 による電
子機器の機能障害を防ぐ機能用接地等がある。

３．接地工事の接地線には、過電流遮断器を施
設してはならない。

４．埋設接地極は、酸等で腐食するおそれが
なく、水気の少ない場所を選定して地中に埋
設することが望ましい。

❌

H28
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電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．逆潮流は、コージェネレーションシステムや
太陽光発電システム等で系統連系を行 う場合に、
需要家側から商用電力系統へ向かう電力潮流のこ
とである。

２．燃料電池の発電の原理は、水の電気分解と逆
の反応を利用したもので、水素と酸素 が結合して
電気と水が発生する化学反応である。

３．集合住宅において、契約電力が 60kWを超える
場合は、一般に、受変電設備の必要性が高くなる。

４．電圧の種別において、特別高圧と高圧とを
区分する電圧は、6,000Vである。

❌

H27
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電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

１．需要率は、「負荷設備容量の総和」に対す
る「最大需要電力」の割合である。

２．負荷率は、「負荷設備容量の総和」に対
する「ある期間の平均需要電力」の割合であ
る。

❌

３．力率は、交流回路に電力を供給する際の「電圧と
電流との積」に対する「有効電力」の割合である。

４．進相コンデンサは、主に、力率を改善するために
用いられる。

H26
17

電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．幹線に使用する配線方式において、バスダクト方
式は、大容量の電力供給に適さな いが、負荷の増設に
対応しやすい。

❌
２．無人の場所に設置されている避難口誘導灯は、自
動火災報知設備の感知器の作動と 連動して点灯し、か
つ、当該場所の利用形態に応じて点灯するように措置
されてい るときは、消灯することができる。

３．低圧の配線に用いられるPF管は、CD管と同じ樹脂
製のコルゲート管であるが、耐 燃性(自己消火性)がある
ので、簡易間仕切内の配管に用いることができる。

４．３路スイッチは、２箇所のスイッチにより、同一の
電灯を点滅させることができる。

H25
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電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．太陽光発電システムの構成要素の一つであるパワーコ
ンディショナは、インバータ、 系統連系保護装置及び蓄電
池が組み合わされたものである。

❌

２．自家発電設備であるコージェネレーション設備は、排熱
を有効利用することで総合 エネルギー効率(低位発熱量基準)
を 70～80％に向上させ、省エネルギー効果を図ったもので
ある。

３．鉛蓄電池等の電力貯蔵設備の主な用途・目的は、負荷
や受電電力の平準化、自然エネルギー発電の平準化、停電
時の非常用電源、瞬時電圧低下や停電の補償等である。

４．BEMSは、室内環境とエネルギー性能の最適化を図るた
め、設備の省エネルギー 制御やLCC削減等の運用支援等を行
うビル管理システムである。

R4
17

電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当
なものはどれか。

1 ．インバータ機器から発生する高調波電流を抑
制するために、アクティブフィルタを設置した。

2 ．幹線設備における地絡電流による感電、火
災、設備の破損等を防止するために、過電流遮
断器を設置した。

❌

3 ．伝送系の信号線が電源関係ケーブルからの
静電誘導によるノイズの影響を受けないようにす
るために、その信号線には、シールドケーブルを
使用した。

4 ．外部雷保護システム（受雷部、引下げ導線及び
接地極システム）及び建築物等の導電性部材に流れ
る雷電流による危険な火花放電の発生を防止するた
めに、内部雷保護システムを構築した。


